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ＮＯ．１７８ 

令和２年１０月１日  

横浜市立深谷中学校 

校長  榎田 卓央 

非日常の中に、日常を！ 
コロナウィルス感染症の収束が見えない日々が続いています。今年度はこれまで、日本中

の学校が、長期の臨時休校や学校行事の中止や延期、夏休み短縮を実施するなど、 

誰もが経験したことのない「非日常」の日々の中におかれてきました。今後も、同じような

模索は続いていくと思われます。 

「非日常」の毎日となっていますが、やや乱暴な面があるものの、季節の変化は確実に起

こっていますね。「暑さ寒さも、彼岸まで」と昔の人は言いましたが、秋分を境に涼しい日が

続きます。日中の明るい時間も少しずつ短くなり、秋から冬へと季節が進んできています。 

季節は、「日常」のままです。この冬は、例年並みの寒さという長期予報も出されました。 

厳しい寒さに備える準備も、一人ひとりが心がけていきたいものです。 

 感染症の影響で、様々なことに制約があります。しかし、こんな今だからこそ出来ること

をきちんと考え、少しでもより良い方向に向かって進んでいきたいですね。経験則は大切に

しながら、一方で今までの固定観念や目先のことにとらわれ過ぎないようにバランスを取り

自分自身をコントロールして、毎日を前向きに過ごしていければと考えています。 

 今年、合唱コンクールは中止になりましたが、10月 15日には、体育祭を実施します。 

昨年までとは開催曜日や規模が異なり、平日に短縮した形にはなりますが、中学校生活の思

い出作りと、クラス・学年の絆（きずな）を一層強くすることを目標に開催します。深谷中

名物のソーランも、選抜チームが発足し、練習も始まりました。 

 限られた時間にはなりますが、今年度深谷中の全校生徒が一丸となって取り組む初めての 

学校行事です。みんなの力を合わせて、成功に導きましょう。 

 

成長している今の自分を大事にしましょう 

 長い人生の中で中学生というのは、体や心、思考、そして人との付き合い方が大きく変化 

そして成長していく時期です。今まで体験したことのない、感じたことのないことが毎日、

起きていく時です。 

 体の成長は、自分自身が一番よくわかります。自分でその成長を感じて、自分自身を大切

にしてください。 

 心の成長は、多くの書籍に触れて、いろいろと栄養をたくわえてください。秋の夜長には

読書が最適です。 

 思考は、人間だけに許された特権です。とても大事です。目の前で起きていることを一つ

ひとつきちんと受け止めて、どんな時でも前向きに捉えられるように鍛えていきましょう。 

 人との付き合い方、今しか経験できないことが、大人になってから自分の力になり、役に

立ってきます。みなさん、頑張ってください。毎日のみなさんを、応援しています。 
 

 

 

 

令和２年 深谷中学校 人権標語 

違うからこそ広がる世界  個性はあなたの宝物 
 



【令和２年度 深谷中学校学校運営協議会委員】 

会 長 齊藤武彦 様（横浜市安全教育振興会元理事長） 

副会長 上原康子 様（本年度深谷中学校ＰＴＡ会長） 

委 員 藤盛鐡男 様（深谷町内会 会長） 

 〃  萩原文子 様（学校・地域コーディネーター代表） 

 〃  池﨑文也 様（元横浜薬科大学 教授） 

 〃  川島俊輔 様（横浜桜陽高等学校 校長） 

 〃  許斐真也 様（横浜深谷台小学校 校長） 

 〃  榎田卓央  （深谷中学校 校長） 

学校運営協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月１４日、本年度より新たに設置 

された「深谷中学校学校運営協議会」 

を開催することができました。学校運 

営協議会とは・・・ 

『地域・保護者と学校が目標を共有し、 

一定の権限と責任を持って学校運営に 

参画する仕組み』です。本年度は右に 

お示しする方々に委嘱されています。 

 協議会当日は、市教委からの委嘱状 

交付を行い、まずは学校から、コロナ 

禍における教育活動について・本年度 

の学校経営方針・年間行事計画の説明 

後、これからの深谷中でのよりよい教 

育活動を行っていくことについて活発 

な議論を行うことができました。 

 

今月の一言 

人間はね、自分が困ら

ない程度内で、なるべく

人に親切がしてみたいも

のだ。(夏目漱石) 


